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環境不動産に係る認証・イニシアティブとGRESB

• GRESBは不動産会社・ファンド単位のサステナビリティを測る唯一のベンチマーク

• 個別不動産に係る様々な認証・ベンチマーキング制度を抱合
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2011年

2013年

• 投資家メンバーは18社（2011年）から43
社（2013年4月現在）へ倍増

• 年金基金から大手アセット・マネジメント
会社等を含む幅広い機関投資家へ拡大

GRESBのメンバー
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GRESBのメンバー

• 各地域の不動産関連協会
がパートナーまたはサポー
ト・メンバーとして協力

• コンサルティング会社など
もアソシエート・メンバーと
して参加
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2012年GRESB調査の参加者数

調査参加者数 調査参加者の市場規模
（時価総額ベース）

運用資産残高
（百万米ドル）

• 2012年調査にはグローバルで約450社、日本からは20社強が参加

• 時価総額ベースではグローバルで上場企業の過半、J-REITの28％が参加
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2012年GRESB調査の評価項目と配分

マネジメント

方針と情報開示

リスクと機会

パフォーマンス指標
（エネルギー、GHG、水、廃棄物）

環境管理システム

グリーンビル認証

社会的項目

（新規開発）

• 評価項目は「マネジメントと方針」(1/3) と「実行と計測」(2/3) に大別

• 以下の7つ（8つ）の分野に分類された約50の設問

マネジメントと方針

実行と計測
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2012年調査結果 ‐ グローバルと日本

マネジメントと方針

実
行
と
計
測
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2012年調査結果 ‐ グローバルと日本

　
分野

グローバル
平均

日本平均 J-REIT平均

1 マネジメント 60% 48% 55%

2 方針と情報開示 36% 26% 26%

3 リスクと機会 56% 53% 60%

4 環境管理システム 38% 30% 27%

5 パフォーマンス指標 24% 30% 49%

6 グリーンビル認証 24% 11% 11%

7 社会的項目 43% 35% 38%
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エネルギー・水・廃棄物データの回答率

グローバル
回答率 %
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エネルギー・水・GHG消費量/排出量の削減

日本平均（上場・私募共）
グローバル
上場会社平均

グローバル
私募ファンド平均

エネルギー消費量削減率 水消費量削減率 温室効果ガス排出量削減率
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投資家レポートの1セクション

ウェブサイト上の専用ページ

サステナビリティ・パフォーマンスの開示

統合報告書

独立したCSRレポート

アニュアル・レポートの1セクション

11

既存投資物件に係るグリーンビル認証取得

ポートフォリオにおける
省エネルギー認証取得の割合

ポートフォリオにおける
グリーンビル認証取得の割合
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テナントとの関係構築～グリーンリース

テナント満足度調査の実施

健康・福祉改善プログラムの実施

テナントとの関係構築ミーティングの実施

グリーンリースの導入

テナント向けサステナビリティ・ガイドの配布
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最近のGRESBに係る動向

• 米国の（環境）不動産関連協会との関係を強化

• グローバルな報告のスタンダード、ベンチマーキングとの連携・整合性

• GRESBの組織拡充
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2013年GRESB調査の内容

• エビデンス（裏付け資料）

• ガイダンス（記入要領）

• 設問の意図

• 語句説明

• 回答の要件

• 参考資料

○○ポリシー

20xx年x月x日
○○不動産株式会社
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• リスク評価

• 新規投資におけるデューディリジェンス

• 室内空気環境

• ベンチマーキング

• グリーンビル認証に加え、ベンチマーキングを評価

• ステークホルダーとの関係構築

• 従業員、テナント、サプライヤー、地域・コミュニティ

• 男女の機会均等

• 安全衛生

2013年GRESB調査の内容
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2013年GRESB調査の内容

• パフォーマンス指標 （エネルギー、GHG、水、廃棄物）

• データの有無

• データのカバレッジ

• 床面積ベース

• オーナーのコントロールの有無

• 前年比の消費量

• 目標設定
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2013年GRESB調査のスコアリング

• 合計点，マネジメントと方針，実行と計測 各100点

• 設問ごとの回答と不動産用途に応じたスコアリング

• 7分野の重みづけは昨年とほぼ同様

• 同業他社グループは、地域と用途により決定

最大ポイント（満点）

部分ポイント

個別に判断

ポイントなし

不動産用途ごとの平均やパフォーマンスにより配点
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2013年GRESB調査参加のメリット

• 海外投資家や業界リーダーの取組みや考え方を知る機会

• 同業他社と比較した自社の位置づけを把握する機会

• 自社の取組みを投資家などに発信する機会

• 保有ポートフォリオの環境負荷とリスクを計測する機会

• 計画立案、目標設定、パフォーマンス管理を行う機会

• 調査参加は無料（英語のオンライン調査に自社で回答する場合）
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2013年GRESB調査のスケジュール

• 4/1  グローバル調査開始

• 4/中旬～ 日本語調査票配布

• 4/26（本日） ARES 「GRESB特別セミナー」

• 6/14 日本語での回答〆切

• 7/1 グローバル調査回答〆切

• 9月上旬 調査結果発表

お問い合わせ： gia@csr‐design.com


